
春になると、スズメやムクドリが建物にたくさんいるのを見かけ
ます。よく見ると集団で巣を造っています。鳥類が集団で巣を造る
のは、天敵に数で対抗する、集団の誰かが餌が採れる場所を探して
来てみんなでそこに行く、巣の場所がそこしかないからしょうがな
く集まる、などの様々な理由があります。ところが、それらの理由
のどれにも当てはまらないのに、集団で巣を造る鳥がいます。それ
が、崖や建物に集団営巣するチョウゲンボウです。とは言っても、
集団で巣を造るには何か理由があるはずです。

チョウゲンボウが集団で巣を造るのは
どんな場所？
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統計計算の結果、チョウゲンボウの営巣密度が高いほど、鉄橋が長く、餌場として利用
できる周辺の草地の面積が広いことが明らかになりました。

チョウゲンボウが単独つがいで住む場合、隣の巣まで１km以上の距離があります。そ
れが集団で住むのですから、巣の間の距離は短くなるとは思いますが、集団で営巣する場
所は大きく、また周辺には広い餌場があるように思えます。実際はどうなのでしょうか？

集団で巣を造ると、巣の密度が高くなります。筆者らは営巣場所を鉄橋に限定し、そこ
での巣の密度に、橋の長さ、周辺の餌場となる環境の割合などが関係あるのかを、1999年
と2000年に確認した27地点の営巣地で解析しました。

どういうことでしょうか？つまりチョウゲンボウの集団営巣は、ある程度のスペースが
必要な単独のつがいが集まったのではないということを意味しています。巣間距離も等間
隔ではなく、最短距離は５mほどで、明らかに偏って巣が造られます。これらのことから、
各つがいに集団で巣を造る何らかの理由があることが予想されます。それが、チョウゲン
ボウが集団で巣を造る理由を解明する足掛かりとなるのです。

海外の研究者が驚く、主に日本でしか見られないチョウゲンボウの集団営巣。その理由
は、これまでに知られていない新しい発見になるかもしれません。

近くにとまる隣接するつがいのオ
ス（円内）。巣間距離は約10m。

多くのチョウゲンボ
ウが営巣できる場所は、
橋が長く周辺の草地が
広いことは、予想どお
りでした。しかし、算
出された計算式からは、
巣の数が２倍になって
も橋の長さや草地の面
積は２倍にはならない
ことがわかりました。


